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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板上に、陽極、該陽極上に開口部を有する絶縁膜、発光層を含む有機膜、金属材料か
らなる陰極、の順に積層された積層体を有し、該積層体の前記開口部に対応する部位が、
発光領域としてのセグメント表示部とされた有機ＥＬパネルと、
　前記基板における陽極配置面の裏面側に、前記有機ＥＬパネルを覆うように配置された
円偏光板と、を備えた表示装置であって、
　前記円偏光板における前記基板との対向面上であって前記基板までの間に、前記陰極と
前記絶縁膜とが互いに重なった前記発光領域を取り囲む領域の外周部位よりも小さく、且
つ、前記開口部よりも大きな窓部を有する反射部材が配置され、
　前記反射部材の配置領域に対応して、前記円偏光板における前記基板との対向面と前記
反射部材との間、若しくは、前記円偏光板における前記基板との対向面の裏面上に、透過
色が前記絶縁膜と略等しい色調調整部材が配置され、
　前記反射部材及び前記色調調整部材は、ともに前記円偏光板に形成されており、
　前記色調調整部材は、前記絶縁膜と同一の構成材料及び同じ厚さからなることを特徴と
する表示装置。
【請求項２】
　前記反射部材及び前記色調調整部材が、ともにスクリーン印刷法を用いて形成されてい
ることを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
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　複数の前記有機ＥＬパネルと１つの前記円偏光板を備え、
　各有機ＥＬパネルに対応する前記反射部材が、１つの枠として一体化されていることを
特徴とする請求項１又は請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記円偏光板における前記基板との対向面の裏面に、前記円偏光板を保持する透光性の
保持板が配置され、
　前記円偏光板は、前記基板と前記保持板とで挟持されていることを特徴とする請求項１
～３いずれか１項に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機ＥＬパネルと円偏光板を備えた表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば特許文献１，２に示されるように、有機ＥＬパネルと、有機ＥＬパネルの
表示光のコントラスト比を向上させるための円偏光板と、を備えた表示装置が知られてい
る。
【０００３】
　特許文献１に示される表示装置では、前面に円偏光板が貼着され、後面に反射板が貼り
付けられた透光性基板が、有機ＥＬパネルに対し、後面を対向面として配置されている。
そして、円偏光板は有機ＥＬパネルを覆うように設けられ、反射板は有機ＥＬパネルの周
囲に設けられている。これにより、外光が入射したときに、有機ＥＬパネルの第２電極（
陰極）と同様に、反射板によって外光が反射されるようになっている。
【０００４】
　特許文献２に示される表示装置では、前面に円偏光板が貼着され、後面に黒色の印刷層
からなる遮光層が形成されたガラス基板が、有機ＥＬパネルに対し、後面を対向面として
配置されている。そして、遮光層は、金属からなる第２電極（陰極）が形成された領域よ
りも小さい窓部を有している。これにより、遮光層が設けられた領域では、外光が入射し
たときに外光の殆どが吸収されるようになっている。
【特許文献１】特開２００５－７１９４４号公報
【特許文献２】特開２００５－２７６５２１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、特許文献２に示されるように、セグメント方式の有機ＥＬパネルでは、積層
体のうち、絶縁膜の開口部に対応する部位が所定形状の発光領域（セグメント表示部）と
なる。特許文献２では、図３に示す左折矢印が発光領域となっている。したがって、陰極
のうち、開口部に対応する部位のみが発光領域とされ、発光領域の周囲領域（以下、単に
周囲領域と示す）に対応する領域は、陽極との電気的な分離のために絶縁膜を介して基板
上に設けられている。
【０００６】
　上記した構成により、セグメント方式の有機ＥＬパネルを備えた表示装置に外光が入射
すると、金属材料からなる陰極の、周囲領域に対応する領域では、絶縁膜を透過し、陰極
で反射された反射光となる。すなわち、反射光の色が、陰極だけでなく、絶縁膜の透過色
の影響も受けることとなる。これにより、反射板や遮光層を設けた領域の色調と、該領域
に取り囲まれた陰極の周囲領域に対応する有機ＥＬパネルの領域での色調とが異なり、積
層体の積層方向に略垂直な方向において、２つの領域の境目がはっきりとして、見栄えの
悪いものとなってしまう。
【０００７】
　本発明は上記問題点に鑑み、見栄えが向上された表示装置を提供することを目的とする
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。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成する為に、請求項１に記載の発明は、基板上に、陽極、該陽極上に開口
部を有する絶縁膜、発光層を含む有機膜、金属材料からなる陰極、の順に積層された積層
体を有し、該積層体における開口部に対応する部位が、発光領域としてのセグメント表示
部とされた有機ＥＬパネルと、基板における陽極配置面の裏面側に、有機ＥＬパネルを覆
うように配置された円偏光板と、を備えた表示装置である。そして、円偏光板における基
板との対向面上であって基板までの間に、陰極と絶縁膜とが互いに重なった発光領域を取
り囲む領域の外周部位よりも小さく、且つ、開口部よりも大きな窓部を有する反射部材が
配置され、反射部材の配置領域に対応して、円偏光板における基板との対向面と反射部材
との間、若しくは、円偏光板における基板との対向面の裏面上に、透過色が絶縁膜と略等
しい色調調整部材が配置され、反射部材及び色調調整部材は、ともに円偏光板に形成され
ており、色調調整部材は、絶縁膜と同一の構成材料及び同じ厚さからなることを特徴とす
る。
【０００９】
　本発明では、反射部材が、積層体の積層方向に略垂直な方向（以下、単に垂直方向と示
す）において、陰極と絶縁膜とが互いに重なった発光領域を取り囲む領域（以下、周囲領
域と示す）の外周部位よりも小さく、且つ、発光領域よりも大きな窓部を有している。す
なわち、垂直方向において、反射部材における環状の窓部開口端が、陰極における周囲領
域に対応する部位と重なる位置となっている。換言すれば、垂直方向において、反射部材
を設けた領域が、該領域に取り囲まれた有機ＥＬパネルの周囲領域と隣接している。また
、反射部材の配置領域に対応して、円偏光板における基板との対向面と反射部材との間、
若しくは、円偏光板における基板との対向面の裏面上に、透過色が絶縁膜と略等しい色調
調整部材が配置されている。そして、この色調調整部材により、外光が入射したときの、
反射部材による色調調整部材を介した反射光の色が、陰極における周囲領域に対応する部
位による絶縁膜を介した反射光の色と略等しくなっている。すなわち、反射部材及び色調
調整部材を設けた領域の色調が、該領域に取り囲まれた有機ＥＬパネルの周囲領域の色調
と略等しくなっている。このように本発明によれば、垂直方向において、隣接するこれら
２つの領域の境目を殆どなくして見栄えを向上させることができる。これにより、２つの
領域があたかも１つの部材からなる一色調の領域のように見えるため、反射部材及び色調
調整部材を設けた領域を、有機ＥＬパネルにおける周囲領域の一部（表示装置における表
示面の一部）のように見せることができる。したがって、有機ＥＬパネルの大きさを小さ
くして、基材からの基板取数などを増やし、製造コストを低減することもできる。
【００１０】
　また、上記したように、反射部材が、有機ＥＬパネルにおける周囲領域の外周部位より
も小さく、且つ、発光領域よりも大きな窓部を有している。したがって、組み付け時に、
垂直方向において有機ＥＬパネルと反射部材との位置関係に多少のズレが生じたとしても
、反射部材における環状の窓部開口端の位置を、陰極における周囲領域に対応する部位と
重なる位置とすることができる。すなわち、反射部材及び色調調整部材を設けた領域と、
有機ＥＬパネルの周囲領域との隣接状態を確保することができる。
【００１１】
　また、上記したように、反射部材及び色調調整部材が、ともに円偏光板に形成されてい
る。したがって、有機ＥＬパネルに対して円偏光板を位置決めすることで、有機ＥＬパネ
ルに対して反射部材や色調調整部材の位置も決定することができる。これにより、位置精
度を向上することができる。
【００１２】
　また、上記したように、絶縁膜と同一の構成材料及び同じ厚さからなる色調調整部材を
採用している。これによれば、反射部材及び色調調整部材を設けた領域の色調を、該領域
に取り囲まれた有機ＥＬパネルの周囲領域の色調により近いものとすることができる。
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【００１３】
　請求項２に記載のように、反射部材及び色調調整部材が、ともにスクリーン印刷法を用
いて形成された構成としても良い。これによれば、同じスクリーン印刷法を用いるので、
製造工程を簡素化することができる。
【００１９】
　請求項３に記載のように、複数の有機ＥＬパネルと１つの円偏光板を備え、各有機ＥＬ
パネルに対応する反射部材が、１つの枠として一体化された構成としても良い。これによ
れば、各有機ＥＬパネルの大きさを抑制しつつ、全ての有機ＥＬパネルを含み、且つ、反
射部材を設けた範囲を、１つの大きな表示面のように見せかけることができる。例えば、
オプションとして車両用ナビゲーション装置が設定され、該装置のモニターに、エアコン
やオーディオの情報も併せて表示させる構成の場合、ナビゲーション装置を設定しない場
合に、モニター等の配置領域全体を、エアコンやオーディオの情報を表示するセグメント
表示部を有した有機ＥＬパネルのみで埋めると、コストが増加してしまう。これに対し、
上記構成とすれば、このような場合に製造コストを低減することができる。
【００２０】
　請求項４に記載のように、円偏光板における基板との対向面の裏面に、円偏光板を保持
する透光性の保持板が配置され、円偏光板が基板と保持板とで挟持された構成とすると良
い。これによれば、保持板により、傷などから円偏光板を保護することができる。また、
保持板により円偏光板の平坦度を確保し、見栄えを向上することもできる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施形態を図に基づいて説明する。
（第１実施形態）
　図１は、第１実施形態に係る表示装置のうち、有機ＥＬパネルの概略構成を示す積層体
側から見た平面図である。図２は、表示装置の概略構成を示す有機ＥＬパネル側から見た
平面図である。図１，２では、便宜上、封止キャップ、該封止キャップを基板に接着する
接着部材、及び吸湿部材、を省略している。図３は、図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿う断面
図である。なお、以下においては、積層体１２の積層方向（基板１１の厚さ方向）を単に
積層方向とし、積層方向に略垂直な方向を単に垂直方向とする。
【００２２】
　図３に示すように、表示装置１００は、有機ＥＬパネル１０、円偏光板３０、反射部材
３１、色調調整部材３２、及び保持板５０を有している。
【００２３】
　有機ＥＬパネル１０は、図１及び図３に示すように、基板１１と、基板１１の表面１１
ａ上に、陽極１４、絶縁膜１５、発光層を含む有機膜１６、陰極１７が順に積層された積
層体１２と、積層体１２を封止する封止キャップ１３を有しており、発光領域としてのセ
グメント表示部Ｓ１を有するセグメント方式のものである。
【００２４】
　基板１１は、母材（基材）としての役割を果たすものであり、ガラスやプラスチックな
どからなる透明基板を採用することができる。本実施形態では、基板１１として、平面略
矩形状のガラス基板を採用している。この基板１１の表面１１ａに、スパッタ法や蒸着法
などにより、下部電極としての陽極１４が積層されている。陽極１４の構成材料としては
、インジウムスズ酸化物（ＩＴＯ）などの導電性及び光透過性を有する材料を採用するこ
とができる。本実施形態では、ＩＴＯからなる平面略矩形状（図１に示す一点鎖線で囲ま
れた領域）の陽極１４を採用している。なお、図１に示す符号１４ａは、陽極１４と陰極
１７間に電圧を印加するための、陽極１４から基板１１の端部方向に引き出し形成された
配線部であり、本実施形態では、この配線部１４ａもＩＴＯにて形成されている。
【００２５】
　また、陽極１４の一部及び基板１１の表面１１ａにおける陽極１４の周囲には、フォト
リソグラフィなどにより、絶縁膜１５が一体的に積層されている。この絶縁膜１５は、陽
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極１４と陰極１７との電気的な絶縁を確保するためのものであり、例えばポリイミド系や
ノボラック系の絶縁材料を採用することができる。本実施形態では、褐色透明のノボラッ
ク系樹脂を採用している。また、絶縁膜１５は、陽極１４の上面の一部に開口部１５ａを
有しており、この開口部１５ａによって、有機ＥＬパネル１０における発光領域としての
セグメント表示部Ｓ１の形状が規定されている。本実施形態では、図１に示すように、垂
直方向における絶縁膜１５の外周部位が、陽極１４の外周部位（図１中の一点差線）を取
り囲む平面略矩形状とされ、陽極１４上に積層された部位に矢印形状の開口部１５ａが設
けられて、発光領域であるセグメント表示部Ｓ１が矢印形状となっている。なお、本実施
形態では、図１に示すように、配線部１４ａの一部及び後述する配線部１７ａが絶縁膜１
５から露出されているが、配線部１４ａ，１７ａにおける外部機器と電気的に接続される
端部（接続部）を除く部位全体が、絶縁膜１５によって被覆された構成としても良い。
【００２６】
　この絶縁膜１５上には、蒸着法などにより、有機膜１６が積層されている。有機膜１６
としては、周知の構成、すなわち、発光層のみからなる単層型や発光層以外の正孔注入層
、正孔輸送層、電子輸送層、電子注入層などを含む多層型を採用することができる。この
有機膜１６は、少なくともセグメント表示部Ｓ１に対応するように所定の大きさをもって
配設されればよい。本実施形態では、図１に示すように、垂直方向における有機膜１６の
外周部位（図１中の二点鎖線）が、陽極１４の外周部位（図１中の一点鎖線）を取り囲み
、且つ、絶縁膜１５の外周部位によって取り囲まれた平面略矩形状となっている。
【００２７】
　そして、有機膜１６上には、スパッタ法や蒸着法などにより、上部電極としての陰極１
７が積層されている。陰極１７の構成材料としては、アルミニウムなどの導電性の金属材
料を採用することができる。この陰極１７は、少なくともセグメント表示部Ｓ１よりも大
きな大きさをもって配設されればよい。本実施形態では、陰極１７がアルミニウムからな
り、図１に示すように、垂直方向における陰極１７の外周部位が、陽極１４の外周部位（
図１中の一点鎖線）及び有機膜１６の外周部位（図１中の二点鎖線）を取り囲み、且つ、
絶縁膜１５の外周部位によって取り囲まれた平面略矩形状となっている。すなわち、平面
略矩形状の陰極１７の外周部位が、陰極１７と絶縁膜１５とが互いに重なって、セグメン
ト表示部Ｓ１を採り囲む周囲領域Ｓ２の外周部位２０となっている。なお、図１に示す符
号１７ａは、陽極１４と陰極１７間に電圧を印加するための、陰極１７から基板１１の端
部方向に引き出し形成された配線部であり、本実施形態では、この配線部１７ａもＩＴＯ
にて形成されている。
【００２８】
　このようにして、有機ＥＬパネル１０では、基板１１の表面１１ａ上に積層体１２が構
成されている。そして、有機ＥＬパネル１０では、実駆動時に、陽極１４をプラス極、陰
極１７をマイナス極として両電極１４，１７間に順電圧を印加することにより、有機膜１
６におけるセグメント表示部Ｓ１に対応する領域にて発光がなされ、基板１１の裏面１１
ｂ側へ光が取り出されるようになっている。
【００２９】
　封止キャップ１３は、基板１１に固定された状態で、基板１１との間に積層体１２を収
納する空間を構成して積層体１２を封止するためのものであり、基板１１よりも小さい面
積の底部を有する一面が開口された箱状のものを採用することができる。本実施形態では
、底部が平面略矩形状とされたガラス製の封止キャップ１３を採用しており、例えば紫外
線硬化型の接着部材１８を介して、基板１１の表面１１ａに固定されている。また、封止
キャップ１３の底部内面に、吸湿作用を有する吸湿部材１９が貼着されている。
【００３０】
　円偏光板３０は、有機ＥＬパネル１０の表示光のコントラスト比を向上させるためのも
のであり、直線偏光板及び複屈折板（１／４波長板ともいう）を有している。そして、図
２及び図３に示すように、複屈折板側を基板１１の対向面３０ａ（以下、表面３０ａと示
す）として、基板１１の裏面１１ｂ側に、有機ＥＬパネル１０を覆うように配置されてい
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る。
【００３１】
　反射部材３１は、外光を陰極１７同様に反射するためのものであり、積層方向において
、円偏光板３０の表面３０ａ上であって基板１１までの間に配置されている。また、反射
部材３１は、図２に示すように、陰極１７と絶縁膜１５とが互いに重なって、セグメント
表示部Ｓ１を取り囲む周囲領域Ｓ２の外周部位２０よりも小さく、且つ、絶縁膜１５の開
口部１５ａ（セグメント表示部Ｓ１）よりも大きな第１窓部３１ａ（図２中の一点鎖線で
囲まれた領域）を有している。すなわち、垂直方向における第１窓部３１ａの開口端が、
開口部１５ａの開口端（セグメント表示部Ｓ１）を取り囲み、且つ、周囲領域Ｓ２の外周
部位２０によって取り囲まれている。これにより、垂直方向において、陰極１７と絶縁膜
１５とが互いに重なって、セグメント表示部Ｓ１を取り囲む周囲領域Ｓ２と、反射部材３
１を設けた領域とが、一部が重なって互いに隣接する位置関係となっている。本実施形態
では、図２に示すように、第１窓部３１ａの開口端の形状が、周囲領域Ｓ２の外周部位２
０に対応して平面略矩形状となっている。
【００３２】
　色調調整部材３２は、反射部材３１による反射光の色調を、発光領域であるセグメント
表示部Ｓ１を取り囲む、絶縁膜１５と重なった周囲領域Ｓ２での陰極１７による反射光の
色調と、略一致させるためのものである。このため、色調調整部材３２としては、その透
過色が絶縁膜１５の透過色と略等しいものを採用することができる。また、反射部材３１
の配置領域に対応して、円偏光板３０の表面３０ａと反射部材３１との間、若しくは、円
偏光板３０の裏面３０ｂ上に配置される。すなわち、色調調整部材３２は、反射部材３１
に対応して第２窓部３２ａ（図２中の二点鎖線で囲まれた領域）を有している。本実施形
態では、図２に示すように、第２窓部３２ａの開口端の形状も、第１窓部３１ａの開口端
に対応して平面略矩形状とされ、垂直方向における第２窓部３２ａの開口端が、開口部１
５ａの開口端（セグメント表示部Ｓ１）を取り囲み、且つ、第１窓部３１ａの開口端によ
って取り囲まれている。このように、第２窓部３２ａの大きさ（開口サイズ）を第１窓部
３１ａの大きさよりも小さくすることで、積層方向に対して傾いた方向でも、反射部材３
１による反射光が色調調整部材３２を介すようになっている。
【００３３】
　ここで本実施形態においては、上記した反射部材３１及び色調調整部材３２が、フィル
ム状の円偏光板３０の表面３０ａ（複屈折板側の表面）上に積層形成されて一体化されて
いる。詳しくは、円偏光板３０の表面３０ａに、上記した第２窓部３２ａを有するように
、スクリーン印刷法にて絶縁膜１５と同一材料（ノボラック系樹脂）を塗布し、乾燥させ
て色調調整部材３２とした。このとき、色調調整部材３２の厚さを、絶縁膜１５の厚さ（
例えば１μｍ）と同じ厚さとした。そして、色調調整部材３２の形成後、円偏光板３０の
表面３０ａに、上記した第１窓部３１ａを有するようにマスクをし、スパッタ法により、
陰極１７と同一材料（アルミニウム）を堆積させて反射部材３１とした。
【００３４】
　保持板５０は、透光性を有し、円偏光板３０の裏面３０ｂに配置されて円偏光板３０及
び有機ＥＬパネル１０を保護するとともに、基板１１との間で円偏光板３０（及び反射部
材３１、色調調整部材３２）を挟持することで、円偏光板３０（及び反射部材３１、色調
調整部材３２）の平坦度を確保するためのものである。このような保持板５０としては、
有機ＥＬパネル１０から生じた光を、円偏光板３０を介して外部に透過するように透明（
光透過性を有するもの）である平板状のガラスや樹脂からなる基板を採用することができ
る。本実施形態では、保持板５０としてガラス基板を採用している。また、保持板５０に
おける有機ＥＬパネル１０との対向面５０ａ（以下、表面５０ａと示す）に、上記した円
偏光板３０が、裏面３０ｂを対向面として接着固定されている。これにより、円偏光板３
０が保護されるとともに、円偏光板３０の平坦度が確保されている。また、円偏光板３０
の表面３０ａに、一体的に形成された色調調整部材３２及び反射部材３１を介して、有機
ＥＬパネル１０における基板１１の裏面１１ｂが接着固定されている。
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【００３５】
　次に、本実施形態に係る表示装置１００の特徴部分の効果について説明する。図４は、
表示装置を保持板側から見たときの色調を示す平面図であり、（ａ）は本実施形態、（ｂ
）、（ｃ）は比較例を示している。なお、図４（ｂ）では、表示装置が、本実施形態の表
示装置に対し、反射部材と色調調整部材のない構成、図４（ｃ）では、表示装置が、本実
施形態の表示装置に対し、色調調整部材のない構成となっている。また、図４（ｂ），（
ｃ）では、本実施形態に示した表示装置の構成要素と同じ要素に対し、１００を加算した
符号を付与している。
【００３６】
　先ず、本実施形態では、反射部材３１が、有機ＥＬパネル１０における周囲領域Ｓ２の
外周部位２０（図４（ａ）中の破線で囲まれた領域）よりも小さく、且つ、絶縁膜１５の
開口部１５ａ（セグメント表示部Ｓ１）よりも大きな第１窓部３１ａを有している。すな
わち、垂直方向における第１窓部３１ａの開口端（図４（ａ）中の一点鎖線）が、開口部
１５ａの開口端を取り囲み、且つ、周囲領域Ｓ２の外周部位２０（図４（ａ）中の破線）
によって取り囲まれている。これにより、垂直方向において、セグメント表示部Ｓ１を取
り囲む周囲領域Ｓ２と、反射部材３１を設けた領域とが、互いに隣接する位置関係となっ
ている。また、反射部材３１の配置領域に対応して、円偏光板３０の表面３０ａと反射部
材３１との間、若しくは、円偏光板３０の裏面３０ｂ上に、透過色が絶縁膜１５と略等し
い色調調整部材３２が配置されている。そして、この色調調整部材３２により、図４（ａ
）に示すように、外光が入射したときの、反射部材３１による色調調整部材３２を介した
反射光の色が、有機ＥＬパネル１０における周囲領域Ｓ２での、陰極１７による絶縁膜１
５を介した反射光の色（濃紺色）と略等しくなっている。すなわち、反射部材３１及び色
調調整部材３２を設けた、セグメント表示部Ｓ１及び周囲領域Ｓ２を取り囲む外側の領域
（図４（ａ）中の第１窓部３１ａの開口端より外側の領域）の色調が、該領域に取り囲ま
れた有機ＥＬパネル１０の周囲領域Ｓ２の色調と略等しくなっている。
【００３７】
　これに対し、図４（ｂ）に示すように、反射部材及び色調調整部材を設けない構成の場
合、セグメント表示部Ｓ１０１及び周囲領域Ｓ１０２の色調は、図４（ａ）に示す本実施
形態に係る表示装置１００のセグメント表示部Ｓ１（青色）及び周囲領域Ｓ２（濃紺色）
と同じである。しかしながら、周囲領域Ｓ１０２に隣接する外側の領域では、光が殆ど反
射されないため、図４（ｂ）に示すように、周囲領域Ｓ１０２とその外側の領域とで色調
が異なり、２つの領域の境目が目立ってしまう。また、図４（ｃ）に示すように、色調調
整部材を設けない構成の場合、セグメント表示部Ｓ１０１及び周囲領域Ｓ１０２（反射部
材１３１の開口部１３１ａ内の領域）の色調は、図４（ａ）に示す本実施形態に係る表示
装置１００のセグメント表示部Ｓ１及び周囲領域Ｓ２と同じである。しかしながら、周囲
領域Ｓ１０２に隣接する外側の領域では、色調調整部材がないため、反射部材１３１によ
って光が反射されるものの、その色調がセグメント表示部Ｓ１０１（青色）と殆ど同じと
なる。この場合も、図４（ｃ）に示すように、周囲領域Ｓ１０２とその外側の領域とで色
調が異なり、２つの領域の境目が目立ってしまう。また、周囲領域Ｓ１０２は、図４（ｂ
）に示す構成よりも小さくなる。
【００３８】
　このように本実施形態に係る表示装置１００によれば、垂直方向において、互いに隣接
する周囲領域Ｓ１０２とその外側の領域との色調をほぼ一致させ、その境目を殆どなくし
て見栄えを向上させることができる。これにより、２つの領域があたかも１つの部材から
なる一色調の領域のように見えるため、反射部材３１及び色調調整部材３２を設けた外側
の領域を、有機ＥＬパネル１０の周囲領域Ｓ２の一部（表示装置１００の表示面の一部）
のように見せることができる。したがって、有機ＥＬパネル１０（基板１１）の大きさを
小さくして、母基材からの基板取数などを増やし、製造コストを低減することもできる。
【００３９】
　また、本実施形態では、反射部材３１が、有機ＥＬパネル１０の周囲領域Ｓ２における
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外周部位２０よりも小さく、且つ、絶縁膜１５の開口部１５ａ（セグメント表示部Ｓ１）
よりも大きな第１窓部３１ａを有している。換言すれば、周囲領域Ｓ２と、反射部材３１
及び色調調整部材３２を設けた外側の領域とが、積層方向において、環状の重なり領域を
有している。したがって、組み付け時に、垂直方向において有機ＥＬパネル１０と反射部
材３１（本実施形態では、反射部材３１を設けた円偏光板３０）との位置関係に多少のズ
レが生じたとしても、反射部材３１の第１窓部３１ａにおける開口端の位置を、陰極１７
の周囲領域Ｓ２に対応する部位と重なる位置とすることができる。すなわち、反射部材３
１及び色調調整部材３２を設けた外側領域と、有機ＥＬパネル１０の周囲領域Ｓ２との隣
接状態を確保することができる。
【００４０】
　また、本実施形態では、反射部材３１及び色調調整部材３２が、ともに円偏光板３０に
一体的に形成されている。したがって、有機ＥＬパネル１０に対して円偏光板３０を位置
決めすることで、有機ＥＬパネル１０に対して反射部材３１や色調調整部材３２の位置も
決定することができる。これにより、有機ＥＬパネル１０に対する反射部材３１や色調調
整部材３２の位置精度、反射部材３１と色調調整部材３２との位置精度を向上することが
できる。
【００４１】
　また、本実施形態では、色調調整部材３２が、絶縁膜１５と同一の構成材料からなり、
絶縁膜１５と同じ厚さを有している。したがって、反射部材３１及び色調調整部材３２を
設けた外側領域の色調を、該領域に取り囲まれた有機ＥＬパネル１０の周囲領域Ｓ２の色
調により近いものとすることができる。
【００４２】
　また、本実施形態では、円偏光板３０の裏面３０ｂに、円偏光板３０を保持する透光性
の保持板５０が配置され、組み付け状態で、円偏光板３０が基板１１と保持板５０とで挟
持されている。したがって、発光側に配置された保持板５０により、傷などから円偏光板
３０及び有機ＥＬパネル１０を保護することができる。また、挟持構造によりフィルム状
の円偏光板３０の平坦度を確保し、反射部材３１での反射面を均一として、見栄えを向上
することもできる。特に本実施形態では、保持板５０に円偏光板３０を貼り付けるので、
平坦度を向上することができる。
【００４３】
　なお、本実施形態では、円偏光板３０に対し、反射部材３１がスパッタ法によって形成
され、色調調整部材３２がスクリーン印刷法に形成される例を示した。しかしながら、と
もにスクリーン印刷法を用いて形成された構成としても良い。これによれば、同じスクリ
ーン印刷法を用いるので、製造工程を簡素化することができる。なお、反射部材３１をス
クリーン印刷法で形成する場合、光沢インクを採用すれば良く、本実施形態の場合、帝国
インキ製造株式会社のＭＩＲ－９１００ミラーシルバーが好適である。
【００４４】
　また、本実施形態では、円偏光板３０の表面３０ａ側に、色調調整部材３２が配置され
る例を示した。しかしながら、図５に示すように、円偏光板３０の表面３０ａ側に反射部
材３１のみが配置され、裏面３０ｂ側に色調調整部材３２が配置された構成としても良い
。図５は、表示装置の変形例を示す断面図である、図３に対応している。
【００４５】
　（第２実施形態）
　次に、本発明の第２実施形態を、図６及び図７に基づいて説明する。図６は、本実施形
態に係る表示装置の概略構成を示す保持板側から見た平面図である。図７は、図６に示す
表示装置の断面図である。
【００４６】
　第２実施形態に係る表示装置は、第１実施形態によるものと共通するところが多いので
、以下、共通部分についての詳しい説明は省略し、異なる部分を重点的に説明する。なお
、第１実施形態に示した要素と同一の要素には、同一の符号を付与するものとする。
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【００４７】
　第１実施形態では、表示装置１００が、１つの有機ＥＬパネル１０のみを有する例を示
した。しかしながら、有機ＥＬパネル１０の個数は特に限定されるものではない。本実施
形態に係る表示装置１００は、図６に示すように、異なる２種類の有機ＥＬパネル１０ａ
，１０ｂを有している。なお、有機ＥＬパネル１０ａはエアコン系の情報をセグメント表
示するものであり、有機ＥＬパネル１０ｂはオーディオ系の情報をセグメント表示するも
のである。また、図７に示すように、円偏光板３０及び保持板５０は共通化されており、
各有機ＥＬパネル１０ａ，１０ｂに対応する反射部材３１が、１つの枠として一体化され
ている。より詳しくは、反射部材３１が、２つの第１窓部３１ａを有する日の字状となっ
ている。そして、例えば樹脂からなる一面が開口された箱状のケース７０に、各有機ＥＬ
パネル１０ａ，１０ｂは収容され、ケース７０の端面７０ａに、裏面３０ｂに保持板５０
が固定され、表面３０ａに色調調整部材３２及び反射部材３１が一体的に形成された円偏
光板３０が、表面３０ａ側を対向面として接着固定されている。それ以外の構成は、第１
実施形態に示した構成と同じとなっている。
【００４８】
　このような構成とすると、各有機ＥＬパネル１０ａ，１０ｂの大きさを小さくしながら
も、有機ＥＬパネル１０ａ，１０ｂを含み、且つ、反射部材３１を設けた範囲を、１つの
大きな表示面のように見せかけることができる。例えば、オプションとして車両用ナビゲ
ーション装置が設定され、該装置のモニターに、エアコンやオーディオの情報も併せて表
示させる構成の場合、ナビゲーション装置を設定しない場合に、モニター等の配置領域全
体を、エアコンやオーディオの情報を表示するセグメント表示部を有した有機ＥＬパネル
のみで埋めると、有機ＥＬパネルが大型化し、コストが増加してしまう。これに対し、上
記構成の表示装置１００を用いれば、有機ＥＬパネル１０ａ，１０ｂを小さくし、製造コ
ストを低減することができる。
【００４９】
　（第３実施形態）
　次に、本発明の第３実施形態を、図８に基づいて説明する。図８は、本実施形態に係る
表示装置の概略構成を示す断面図であり、第１実施形態に示した図３に対応している。
【００５０】
　第３実施形態に係る表示装置は、上記した各実施形態によるものと共通するところが多
いので、以下、共通部分についての詳しい説明は省略し、異なる部分を重点的に説明する
。なお、上記各実施形態に示した要素と同一の要素には、同一の符号を付与するものとす
る。
【００５１】
　第１実施形態では、反射部材３１による反射光の色調を、発光領域であるセグメント表
示部Ｓ１を取り囲む、絶縁膜１５と重なった周囲領域Ｓ２での陰極１７による反射光の色
調と、略一致させるために、色調調整部材３２を有する例を示した。これに対し、本実施
形態では、所定色調の反射部材３１を採用することで、色調調整部材３２を設けなくとも
、反射部材３１による反射光の色調を、周囲領域Ｓ２での陰極１７による反射光の色調と
略一致させる点を特徴とする。
【００５２】
　具体的には、反射部材３１をスクリーン印刷法で形成する際に、着色光沢インクを採用
すれば良い。本実施形態の場合、帝国インキ製造株式会社のＭＩＲ－９１００ゴールドが
好適である。これによれば、ノボラック系の絶縁膜１５を介したアルミニウムからなる陰
極１７の反射光と同じ色の反射色が得られた。
【００５３】
　このように本実施形態に係る表示装置１００によれば、反射部材３１に所定の色調を持
たせているので、色調調整部材３２を不要とすることができる。したがって、上記した実
施形態の効果に加え、表示装置１００の構成を簡素化することができる。また、色調調整
部材３２の形成や、色調調整部材３２の位置決めが不要となるので、製造工程を簡素化す
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ることもできる。
【００５４】
　また、上記した実施形態に示したように、斜め方向からの見栄えをよくするために、色
調調整部材３２が、反射部材３１の第１窓部３１ａよりも小さい第２窓部３２ａを有する
構成では、反射部材３１の第１窓部３１ａ内に、色調調整部材３２が少なからず延設され
ている。したがって、この延設された部位を透過する陰極１７での反射光は、絶縁膜１５
と色調調整部材３２を介して外部に透過されることとなり、絶縁膜１５を介した陰極１７
での反射光や色調調整部材３２を介した反射部材３１での反射光と僅かながら色調が異な
るものとなる。これに対し、本実施形態によれば、色調調整部材３２を設けず、反射部材
３１に色を付けているので、見栄えをより向上することができる。
【００５５】
　以上、本発明の好ましい実施形態について説明したが、本発明は上述した実施形態にな
んら制限されることなく、本発明の主旨を逸脱しない範囲において、種々変形して実施す
ることが可能である。
【００５６】
　本実施形態では、反射部材３１や色調調整部材３２が、スパッタ法やスクリーン印刷法
により、円偏光板３０に一体的に形成された例を示した。しかしながら、反射部材３１や
色調調整部材３２が、円偏光板３０とは別部材として構成され、円偏光板３０の表面３０
ａに色調調整部材３２が例えば接着固定され、色調調整部材３２に反射部材３１が例えば
接着固定された構成としても良い。
【００５７】
　本実施形態では、表示装置１００が保持板５０を有する例を示したが、保持板５０のな
い構成としても良い。また、有機ＥＬパネル１０が、封止キャップ１３を有する例を示し
たが、封止キャップ１３のない構成としても良い。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】第１実施形態に係る表示装置のうち、有機ＥＬパネルの概略構成を示す積層体側
から見た平面図である。
【図２】表示装置の概略構成を示す有機ＥＬパネル側から見た平面図である。
【図３】図３は、図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿う断面図である。
【図４】表示装置を保持板側から見たときの色調を示す平面図であり、（ａ）は本実施形
態、（ｂ）、（ｃ）は比較例を示している。
【図５】表示装置の変形例を示す断面図である。
【図６】第２実施形態に係る表示装置の概略構成を示す保持板側から見た平面図である。
【図７】図６に示す表示装置の断面図である。
【図８】第３実施形態に係る表示装置の概略構成を示す断面図である。
【符号の説明】
【００５９】
１０，１０ａ，１０ｂ・・・有機ＥＬパネル
１１・・・基板
１４・・・陽極
１５・・・絶縁膜
１５ａ・・・開口部
１６・・・有機膜
１７・・・陰極
２０・・・（周囲領域Ｓ２の）外周部位
３０・・・円偏光板
３１・・・反射部材
３１ａ・・・第１窓部
３２・・・色調調整部材
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３２ａ・・・第２窓部
Ｓ１・・・セグメント表示部
Ｓ２・・・周囲領域

【図１】

【図２】

【図３】
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